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Mzはキュー リー ･ワイス則に従う吸着層と,フェルミ縮退を起こすバルク部分 との寄与で
表わされる｡ 7'1の温度依存性は,Vrlが全滞在時間に対する吸着層の滞在時間に比例するこ
とで説明ができる｡ 但し,バルク部分はフェルミ縮退するために実効的な滞在時間は短くなる｡
Tlの周波数依存性は,相関時間 TCに9(Tc)-1/Tcの分布を持たせることで,巾広い周波数
範囲で(3)式が説明できる｡
またこのほかに,細孔内での融解曲線の極小やフェルミ温度の低下も観測された｡
8. フェルミ液体論に基づくホール係数の計算
河 野 浩
d電子或はf電子をもつ原子より成る系は,電子間相互作用の無視できない多体問題の典型
例として,従来より興味を集めてきた｡特に最近では,重い電子系 (士電子系 ),酸化物高温
超伝導体 (d電子系 )が注目を集めている｡
本論文では,このような多体的相互作用の無視できない系に於けるホール伝導度の一般的な
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